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３
社
目
Ｏ
Ｋ
に
ハ
ン
ド
ル
切
る

　

13
億
人
の
人
口
を
抱
え
、
多
く
の
産
業

で
世
界
ト
ッ
プ
を
誇
る
中
国
。
自
動
車
産

業
も
し
か
り
で
、
２
０
１
６
年
の
自
動
車

販
売
台
数
も
２
８
０
２
万
台
で
世
界
首
位
。

ち
な
み
に
、
２
位
は
米
国
で
１
７
８
６
万
台
、

３
位
は
日
本
で
４
９
７
万
台
。
実
に
日
本

市
場
の
約
６
倍
だ
。
経
営
者
の
言
葉
を
借

り
る
な
ら
、
「中
国
は
共
産
主
義
国
家
だ
が
、

改
革
開
放
路
線
の
お
陰
で
資
本
主
義
経

済
を
導
入
し
て
い
る
。
異
な
る
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
並
立
さ
せ
る
国
だ
が
、
成
長
を
考

え
る
と
、
こ
の
矛
盾
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
の

市
場
的
魅
力
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
故
・田
中
角
栄
元
首
相
の
「数

は
力
な
り
」
を
地
で
行
く
国
で
あ
る
。

　

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン

（
Ｖ
Ｗ
）
が
年
間

の
世
界
販
売
で
１
０
３
０
万
台
に
達
し
、
ト

ヨ
タ
を
抜
き
２
０
１
６
年
の
１
位
に
な
っ
た

の
は
、
こ
の
国
を
重
要
な
市
場
と
捉
え
長

年
に
わ
た
り
地
道
に
活
動
を
続
け
て
来
た

か
ら
だ
。
現
在
で
は
、
同
社
の
売
上
高
の

実
に
約
４
割
が
、
中
国
市
場
に
よ
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
自
動
車
各
メ
ー
カ
ー
に

と
っ
て
、
今
後
こ
の
巨
大
市
場
を
ど
う
攻

略
す
る
の
か
が
成
長
の
カ
ギ
と
な
る
。　
　

　

そ
ん
な
中
、
中
国
政
府
は
２
０
１
７
年
６

月
12
日
に
、
外
資
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

参
入
規
制
を
緩
和
、Ｅ
Ｖ
（電
気
自
動
車
）

な
ど
の
エ
コ
カ
ー
の
事
業
な
ら
、
中
国
企

業
と
の
合
弁
を
３
社
目
も
認
め
る
と
し
た
。

　

外
資
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
中
国
で
生

産
を
す
る
場
合
、
要
は
、
地
元
企
業
と

合
弁
会
社
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
輸
出
で
中
国
市
場
に
対
応
す
る

と
な
れ
ば
、
高
関
税
へ
の
覚
悟
が
必
要
だ
。  

　

こ
う
し
て
外
資
系
は
１
０
０
超
の
現
地
企

業
と
の
合
弁
に
臨
む
。
た
だ
し
、第
一
汽
車
、

東
風
汽
車
、
上
海
汽
車
、
奇
瑞
汽
車
、

長
安
汽
車
、
の
大
手
５
社
と
組
む
例
が
ほ

と
ん
ど
。
例
え
ば
、
「
東
風
日
産
」
と
は
、

東
風
汽
車
と
日
産
自
動
車
、「北
京
現
代
」

な
ら
北
京
汽
車
工
業
と
現
代
自
動
車
と

い
っ
た
具
合
だ
。

　

〝
門
戸
開
放
〞
の
理
由
は
、
こ
の
国
の

経
済
状
況
が
関
係
し
て
い
る
。
Ｖ
Ｗ
は
２
０

１
７
年
６
月
に
安
徽
江
淮
汽
車
（Ｊ
Ａ
Ｃ
）

と
い
う
中
堅
メ
ー
カ
ー
と
の
合
弁
契
約
を
、

違
法
と
知
り
な
が
ら
敢
え
て
強
行
し
た
。

景
気
減
速
で
自
動
車
販
売
が
落
ち
込
ん
で

い
る
た
め
、
中
国
政
府
は
そ
の
カ
ン
フ
ル

剤
と
し
て
黙
認
す
る
と
確
信
し
た
か
ら
だ
。

合
弁
は
外
資
系
か
ら
技
術
を
得
る
機
会

が
増
え
、
深
刻
化
す
る
大
気
汚
染
問
題
の

解
消
に
寄
与
す
る
。
加
え
て
、
航
続
距
離

が
ま
だ
短
い
Ｅ
Ｖ
で
は
、
充
電
の
た
め
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
数
多
く
設
置
す
る
必
要
が

あ
り
、
こ
れ
が
経
済
成
長
を
牽
引
す
る
と

読
ん
だ
か
ら
だ
。

　

世
界
第
３
位
の
面
積
を
誇
る
同
国
に
と
っ

て
、
Ｅ
Ｖ
用
ス
タ
ン
ド
の
建
築
は
、
鋼
材
の

大
量
消
費
に
直
結
、現
在
の
「鉄
鋼
余
り
」

解
消
の
有
効
な
手
立
て
と
な
る
。　

　

そ
の
ル
ー
ル
改
定
の
前
に
、
合
弁
企
業
の

出
資
比
率
も
変
更
し
て
い
る
。
２
カ
月
ほ

ど
遡
っ
た
４
月
25
日
、
中
国
政
府
は
こ
れ

ま
で
最
大
で
50
％
だ
っ
た
出
資
比
率
の
上

限
を
、
２
０
２
５
年
を
メ
ド
に
引
き
上
げ

る
模
様
だ
。

　

こ
れ
ま
で
は
経
営
の
主
導
権
が
握
れ
な
い

た
め
に
、
研
究
開
発
で
す
ら
な
か
な
か
前

に
進
ま
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
だ
が
今
後
、

３
社
目
の
契
約
を
結
ぶ
時
は
、
ほ
ぼ
確
実

に
51
％
以
上
の
株
式
を
握
っ
て
合
弁
を
す

　

「
自
動
運
転
」
の
融
合
へ
と
一
足
飛
び
？

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　

　
　
　
　

武
田
信
晃

  

Ｅ
Ｖ
生
産
世
界
一
と
な
っ
た

　
　

  　
　
　
　

中
国
の
次
の
一
手

北京現代の新車。韓国・現代自動車との合弁だ
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る
外
資
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
ほ
と
ん
ど

に
な
る
だ
ろ
う
。

業
界
は
転
換
途
上
で
カ
オ
ス
気
味

　

で
は
、
中
国
の
エ
コ
カ
ー
の
販
売
に
つ
い
て
、

現
状
は
ど
う
な
の
か
。
同
国
自
動
車
工
業

協
会
が
発
表
し
た
２
０
１
７
年
２
月
の
新

車
販
売
を
見
る
と
、
前
年
同
月
比
22
・

４
％
増
の
１
９
３
万
９
２
０
０
台
。
エ
コ
カ

ー
の
販
売
で
見
て
み
れ
ば
、
同
30
・
３
％

増
の
１
万
７
５
９
６
台
で
、
Ｅ
Ｖ
は
同
49
・

５
％
増
の
１
万
３
９
１
９
台
、
プ
ラ
グ
イ
ン
・

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）
は
12
・
４
％

増
の
３
６
７
７
台
。
存
在
感
は
ま
だ
大
き

く
は
な
い
。

　

Ｅ
Ｖ
と
同
時
に
話
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

人
工
知
能

（Ａ
Ｉ
）
搭
載
の
自
動
運
転
技

術
だ
。
こ
こ
に
は
従
来
の
自
動
車
メ
ー
カ

ー
で
は
な
く
、
グ
ー
グ
ル
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
関

連
企
業
が
参
入
。
間
違
い
な
く
こ
れ
ま
で

の
自
動
車
業
界
と
は
違
う
光
景
だ
。
現
在

で
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
は
自
動
車
技

術
の
大
き
な
肝
で
、
例
え
ば
、
エ
ン
ジ
ン
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
ユ
ニ
ッ
ト

（Ｅ
Ｃ
Ｕ
）
は
燃

費
向
上
に
欠
か
せ
な
い
。
こ
の
ま
ま
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
が
進
化
す
れ
ば
、
Ｅ
Ｖ
で
も
さ

ら
に
効
率
よ
く
バ
ッ
テ
リ
ー
を
使
う
エ
ン
ジ

ン
が
生
ま
れ
る
は
ず
だ
。
乗
り
心
地
を
左

右
す
る
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
も
、
今
で
も
ス
ポ

ー
ツ
モ
ー
ド
、
一
般
走
行
モ
ー
ド
な
ど
で

設
定
変
更
で
き
る
が
、
Ａ
Ｉ
が
進
め
ば
、

完
全
に
好
み
の
乗
り
心
地
に
設
定
で
き
る

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。　
　

　

Ｉ
Ｔ
化
が
進
め
ば
、
コ
モ
デ
ィ
デ
ィ
化
も

進
み
参
入
障
壁
が
下
が
る
。
中
国
に
１
０

０
超
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
こ
と
合
弁
で
や
ろ
う
と
い
う
Ｉ

Ｔ
企
業
や
、
全
く
異
な
る
分
野
か
ら
の
参

入
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

　

長
安
汽
車
は
今
後
10
年
間
で
２
０
１
億

元

（約
３
４
０
０
億
円
）
を
Ａ
Ｉ
に
投
じ
る

方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
米
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
で
プ
ラ
グ
・
ア
ン
ド
・
プ
レ
ー
い
う
企

業
と
提
携
す
る
他
、
中
国
ネ
ッ
ト
検
索
最

大
手
の
百
度

（
バ
イ
ド
ゥ
）
と
も
提
携
、

２
０
２
５
年
に
は
完
全
な
自
動
運
転
車
を

発
売
す
る
計
画
だ
。
ホ
ン
ダ
は
２
０
１
８

年
の
中
国
専
用
の
Ｅ
Ｖ
モ
デ
ル
を
開
発
・

販
売
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
合
わ

せ
て
Ｐ
Ｈ
Ｖ
と
燃
料
電
池
車

（Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
も

一
気
に
発
売
を
検
討
し
て
い
る
と
言
う
。

　

Ｅ
Ｖ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
も
現
地
調
達
す

る
と
し
た
。
中
国
政
府
指
定
の
国
産
品
を

使
え
ば
、
補
助
金
が
支
給
さ
れ
消
費
者

が
買
い
求
め
や
す
く
な
る
か
ら
だ
。
中
国

で
は
Ｅ
Ｖ
で
勝
負
す
る
と
同
社
は
腹
を
く

く
っ
た
と
言
え
る
。
な
お
、
日
系
メ
ー
カ

ー
の
中
国
で
の
Ｅ
Ｖ
は
、日
産
が
「リ
ー
フ
」

を
改
良
し
た

「ヴ
ェ
ヌ
ー
シ
ア
ｅ
30
」
を
２

０
１
４
年
か
ら
販
売
し
て
い
る
。

　

こ
ん
な
こ
と
も
起
こ
っ
た
。
同
社
は
系
列

最
大
の
部
品
メ
ー
カ
ー
、
カ
ル
ソ
ニ
ッ
ク
カ

ン
セ
イ
を
米
国
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
、
コ
ー
ル

バ
ー
グ
・
ク
ラ
ビ
ス
・
ロ
バ
ー
ツ

（Ｋ
Ｋ
Ｒ
）

に
売
却
。
系
列
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
と
い

う
の
が
世
界
的
な
自
動
車
業
界
の
流
れ
だ
。

極
論
す
る
な
ら
、
カ
ル
ソ
ニ
ッ
ク
カ
ン
セ
イ

は
百
度
と
マ
ツ
ダ
と
組
み
、
Ｅ
Ｖ
製
造
に

関
わ
る
と
い
う
可
能
性
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
。

　

中
国
で
は
Ｐ
Ｃ
は
そ
れ
な
り
に
普
及
は
し

て
い
た
が
、
高
額
の
た
め
一
家
に
１
台
、
１

人
１
台
と
言
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

だ
が
、
ス
マ
ホ
の
登
場
で
、
Ｐ
Ｃ
を
買
う
必

要
性
が
な
く
な
っ
た
。
最
初
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル

は
Ｐ
Ｃ
を
飛
ば
し
て
ス
マ
ホ
，
と
い
う
中
国

人
が
少
な
く
な
い
。
エ
コ
カ
ー
も
Ｈ
Ｖ
や
Ｐ

Ｈ
Ｖ
を
一
気
に
飛
ば
し
て
Ｅ
Ｖ
に
向
か
う
可

能
性
は
高
い
。
電
池
メ
ー
カ
ー
だ
っ
た
Ｂ
Ｙ

Ｄ
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
な
り
、
Ｅ
Ｖ

販
売
台
数
で
は
す
で
に
世
界
一
に
な
っ
た

こ
と
は
そ
の
典
型
と
言
え
よ
う
。
そ
の
背

景
に
は
Ｈ
Ｖ
は
Ｅ
Ｖ
移
行
ま
で
の
過
渡
的
存

在
、
と
い
う
位
置
づ
け
だ
か
ら
だ
。

　

ま
た
、今
は

「Ｅ
Ｖ
」
と

「自
動
運
転
」

は
分
け
て
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
依
存
度
が
高
ま
り
続
け
て
い
る

こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
は
融
合
さ
れ
る
と
考

え
た
方
が
自
然
と
筆
者
は
考
え
る
。
Ｉ
Ｔ

の
影
響
で
先
行
者
利
得
の
恩
恵
は
長
く
は

受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
経
営
者
は
２
手
、

３
手
先
を
考
え
た
開
発
・
販
売
計
画
が
必

要
だ
。
も
し
日
系
メ
ー
カ
ー
が
Ｅ
Ｖ
で
遅

れ
て
し
ま
え
ば
、
欧
米
企
業
に
対
し
て
４
手
、

５
手
先
ま
で
考
え
な
い
と
シ
ェ
ア
も
握
れ
ず
、

産
業
の
主
導
権
も
取
れ
な
い
事
態
に
直
面

す
る
。
自
動
運
転
で
も
同
様
だ
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
早
め
早
め
の
経
営
判
断

が
必
要
で
、
Ｅ
Ｖ
と
自
動
運
転
が
１
つ
に

な
っ
た
世
界
を
前
提
に
し
た
経
営
を
し
な

い
と
生
き
残
れ
な
い
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

深圳のタクシー。VWが圧倒的シェアを握る
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